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山口県周防大島町逗子ヶ浜地先の局所的で小規模な多年的

に維持されるアマモ場における動物群集の消長

森口朗彦*・高木儀昌場

Variations in Species Distribution and Biomass in an Eelgrass Bed off 
Zushigahama儒 beachラ Japan

Akihiko MORIGUCHI and Norimasa TAKAGI 

Variations in biomass and species distribution in a small eelgrass bed off Zushigahamか beach，Japan， 

were recorded over a 3 year period. Species type， species numbers and biomass showed significant seasonal 

changes， however， cyclic ups and downs were not found. The biomass of fish and small crustaceans per unit 

area incr巴asedsignificantly as the area ofthe eelgrass bed decreas巴d.

2008年 10月6日受付， 2010年 8月12日受理

アマモ (Zosteramarina)は海草 (seagrass)の一種で

あり，その群落はアマモ場と呼ばれている。漁業生産に

対するアマモ場の影響を底接解明することは機構の複雑

さゆえに困難であるが，アマモ場の衰退が漁業生産の減

少の一因である可能性が高いことは調査・研究の結果と

して指摘されているj)。

アマモ場における生息生物の調査・研究は， 1960年

代以前の向山県水産試験場 2) 大島 3) Kikuchi4. 5) 布

施 6) を基礎とし，菊池 7) 寺脇Jら8) がこれらを総括し

ている O アマモ場の機能を寺脇らは 8) 周年定住稜およ

び季節定住種が大部分を占めることから， 0アマモ場

は幼稚仔保護育成場としての機能が大きい， 2) アオリ

イカの産卵は確認されたが，他の場所でも産卵しており，

産卵場としての重要度については不明， 3)一時来遊種

がほとんど観察されないことから，漁場としての機能は

低い， とまとめている O

しかしながら，対象海域が，閉鎖性の高い内湾域に限

定されていること，定量的な調査が未実施，餌料生物と

して価値の高い葉上動物および薬問浮遊動物の知見が不

足，アマモ草体の消長(株密度 葉長およびアマモ場面

積)との関連の観点が欠如 i;魚、場としての機能が小さい

* 独立行政法人水産総合研究センター 水産工学研究所

千 314-0408 茨城県村1摘市波崎 7620-7 

との結論に，十分な鵠査を実施されたか疑問，等の課題

が残されている。

著者らは9¥開放性の高い海域に形成されたアマモ場

において潜水式聞い網を用いた生物採取寵査を行った。

その結果，魚類種数は閉鎖性の高い海域に比較して少い

が，小型甲殻類は多様な種が生息しており，これらが魚

類に館料として利用されるのであれば餌料供給の場とし

て機能する可能性があることを報告した。さらに魚類・

小型甲殻類ともにアマモ場内に多く生息することから，

アマモ場の再生・拡大により多様で、豊かな生物環境が形

成される可能性を示唆した。

本研究は，瀬戸内海に位置する山口県周防大島町逗

ヶ浜地先の局所的で小規模な多年的に維持されるアマ

モ群落における動物群集の消長の特徴を把握し，アマモ

群落の消長との関連性の検討から，藻場の機能の理解な

らびに造成指針の高度化に資する O

材料と方法

調査地点の概要 形成されるアマモ場の規模が小さく，

全体面積等の計測が容易であることから，山口県大島郡
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鹿訪大島町の逗子ヶ浜地先に位寵する孤立した一つのア

マモ場を調査対象とした(図1)川)。当該海域は，屋代

島東端部に位寵する広島湾に面した北向きに聞いた海岸

で¥対岸までの距離が約 40kmもあり，波浪を遮蔽する

島棋も少ない。冬季の季節風および台風により大きな波

浪が生じることは，地形的概観からも推察される 10)。
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図1.調査対象海域とアマモ場位置図

アマモ草体の消長 アマモ草体の株密度，王子均葉長およ

びアマモ場全体の面積をスキューパ潜水により実iP.Uし

た。

アマモ場のほほ中心を横切りかつ汀線方向にほぼ平行

な測線を設け， 5 m間隔でアマモ場外縁までの垂在方向

距離を測定し全体形状を計測した。その結果を図化し，

全体面積を求めた。株密度および葉長は，代表点数笛所

において計測した。 0.5m x 0.5 mの枠内に生育するア

マモの株数を計数し単位面積あたりに換算し株密度を

求めた。枠内のアマモ数本について海底露出部から先端

までの長さを測定し平均葉長を求めた。

動物群集 アマモ場における生息生物の採軟には水産工

学研究所で開発された潜水式顕い綿を用いた。本手法は，

主に砂浜j毎域において， ヒラメの稚魚、およびその餌料生

物の調査用に開発されたが，特徴として単位面積あたり

の生物量が把握可能で、あること，調査に要する時隠が比

較的短く，多くの地点での調査が可能であること等が報

されている則。また，アマモ場に適用した場合，ア

マモ場内部の魚類および餌料生物のうち業上動物，索開

浮遊動物が採取できることに加え，アマモへの負荷が小

さい等の利点がある 9)。

魚類を対象とした採取調査と餌料生物を対象とした採

取調査とでは目合いおよび長さの異なる網を用いた 10)。

採取面積は，魚類対象では約 20m2，餌料生物対象では

約 7ばである。各採取物は，出現種数および種毎の個

体数毘重量について分析した。分析結果は，出現種数

については得られた値を(以下.1採取面積内出現種数J)， 

俗体数および湿重量については採取面積で除し(以下，

f単位採取菌積あたり偲体数」および「単位採取面種当

たり湿重量J) とし，解析に供した。

調査は午前 10時から午後 3持の昼間に行った。

アマモ草体と動物群集の関連の検討動物群集調査は，

2001年 7月 7日から 2004年 6月 1Bの院に 13回実施

した。このうち， 2001年 7月 7日から 2001年 5月 22

日および 2001年 9月 3臼に実施した 5図の調査では，

魚類と餌料生物について各 1匝，計2囲の採取作業を行っ

たが， 2002年 7月 2日， 2002年 11月 8日および 2003

年 l月 20日から 2003年 10月23日に実施した 6聞の調

査では，同様の採取作業をアマモ草体が密生している箆

所と疎生簡所の 2筒所において，計4闘行った。 2002

年 12月 6Bおよび2004年 6月2日に実施した 2沼の調

査では，アマモ毛主体が密生している筒所と諜生箇所の 2

箇所において，餌料生物のみを採取した。アマモ草体の

消長に関する梶査は，原則として動物群集調査と問日に

実施したが， 2004年 6月4Bに実施した動物群集調査

に対しでは， 2004年5月 25臼に実施した結果を対花、さ

せた(表1)。

表1.調査実施状況

盟主主ヰ且
2001107/07 
2001111/13 
2002/04/24 
2002/05/22 
2002/07/01 
2002109/03 

2002111/08 
2002112/05 

2003/01119 

2003/02117 

2003/03/10 

2003110/23 
2004/06/01 

fL例)
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と館料生物について災総
と飼料金物について

アマモ密主主:郎と総数泌において災施
ム魚類と餌料金物について災施
f!.，類のみアマモ主主主l三部と線全部において実施

⑧館料生物について
アマモ密主主総と正車生郊において災施

A館料生物について実施

動物群集とアマモ草体の消長との関係を，中目荷分析に

より検討した。分析には Microso抗Excel2002 SP3の分

析ツールを用いた。

動物群集調査結果のうち，魚類については全体の採取

面積内出現種数，単位採取函積あたり個体数，単位採取

商積あたり重量およびメバル (SebastesinermIs) の単位

採取菌稜あたり偶体数，単位採取面積あたり重量を解析

に用いた。餌料生物については，節足動物門甲殻艇に麗

する生物(以下， 1小型Ej3殻類J)の全体および端獅日

十脚日について採取面積内出現種数，単位採取面穣あた
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り個体数，単位採取面讃あたり重量を解析に用いた。

対応するアマモ草体の治長に関する調査結果として

は，アマモ草体の株管度，平均葉長の直近の債を解析に

用いた。また，アマモ場全体面積を解析に用いた。

結果

アマモ草体の消長 アマモ草体の消長に関する調査結果

を表2に示した。株密度については 2002年 9月3日に

240株 1m
2で最大値を示し 2003年 l月 19Bに20株/

ぱと最小値を示した。平均葉長については 2002年7月

l日に 0.83mと最大値を示し. 2003年2月 17Bに0.10

mと最小値を示した。アマモ場全体面穣は 2002年 9月

3日に 537m2 と最大値を示し • 2004年 6月 1日に 59ぱ

と最小値を示した。

動物群集のうち魚類動物群集謂査のうち魚類に隠す

る調査では，カサゴ自のメバル (Sebastesinermis) およ

びハオコゼ(骨podytesrubripinnis). スズズ、キ自のヒメノハ、
ゼゼ、 (伊Fαv叩yゆ01刀11ぽ'gobがil附iσSεgymη11η1ω正α仰1

i化choeωr，白'espoecilわopフteωrzυtωωS心)，ブグ自のアミメハギ (Rudarius

ercodes) およびカワハギ (StephanolepiscIl叫 ifer) が多

く採取された。 トゲウオ日のヨウジウオ(再開'gnathlls

schlegeli) ，オクヨウジ (Urocampusnal1l1s) および、タツ

ノオトシゴ (Hippocampllscoronatus) も採取されたヘ

魚類現存量調査結果を表 3に示した。採取面積内出現

種数は 2001年 11月 13日の結果が 11種と最も多かった

が， 2002年 9月3日の結果のように l種しか出現しな

い場合もあった。単位採取面積あたり個体数については

採取面讃内出現種数と同じく 2002年ヲ月 3日の結果が

79.9個体 1m
2と最も多く ，2001年 11月 13日の結果が

79.9個体 1m
2と最も少なかった。一方で，単位採取面積

あたり重量は 2001年7月7Bの結果が 77glばと最も

多く，最少は 2003年3月3Bの0.18g/m2であった。メ

バルについては 2001年 7月7Bが単位採取面積あたり

個体数，単位採取面積あたり重量ともに最も多く， 16.8 

個体 1mぺ 67g/nlであった。メバルは 2001年 7月7日

から 2002年7月 i日の聞の調査では 2001年 11月 13日

を除き毎回出現していたが， 2002年9月3日の調査以降，

採取されなくなった。メバルがアマモ場に出現すると他

種の出現数が少なくなり，メバルが離れると多くなる傾

向がみられた。

動物群集のうち餌料生物 動物群集調査のうち餌料生物

に関する調査では，端脚自ワレカラ科のトゲワレカラ

(Caprella scaur，α) ，ト依n呂モエピ科のホソモエピ (Latrell-

tes acicularis)およびアシナガモエピモドキ (Heptacmpus

fittilirostris)が多く採取された。その他，甲殻網では薄

EtJ自のコノハエピ (Nebaliajap仰のlsis) をはじめ，貝虫

目，タナイス目，クーマ笥の生物が採取された。節足動

物門では，甲殻網の他，ウミグモ綱ウミグモ目ホソウミ

表 2. アマモ草体のj際交に隠する調査結果

調査年月日

2001/07/07 

2001111113 

2002104/24 

2002/05/22 

2002/07/01 

2002/07/01 

2002/09/03 

2002/09/03 

2002111108 

2002111/08 

2002112/05 

2002112/05 

2003/01119 

2003/01119 

2003/02117 

2003/02117 

2003/03110 

2003/03110 

2003110/23 

2004/05/25 

124 

76 

88 

80 

112 

56 

240 

160 

88 

40 

120 

40 

156 

64 

168 

60 

128 

0.60 

0.32 

0.30 

0.55 

0.65 

0.48 

0.65 

0.60 

0.28 

0.18 

0.35 

0.30 

0.35 

0.10 

0.40 

0.28 

0.15 

- 45-

アマモ場

全体面積

(nf) 

124 0.60 324 

76 0.45 380 

84 0.60 477 

92 0.28 358 

132 0.83 419 

72 0.48 419 

144 0.60 537 

100 0.23 461 

32 0.24 461 

116 0.30 514 

24 0.20 514 

132 0.28 434 

20 0.32 434 

136 0.30 523 

76 0.25 523 

168 0.40 517 

52 0.35 517 

72 0.18 473 

80 0.33 59 



霊祭3. 動物群集のうち魚類現存量調査結果

出現種数
魚類融体数 魚類重量

調査年月日
(採取面積20rr:f) 

全量 メノ勺レ 全量 メノ.;;)レ

(!ぱ) (! rr:f) (g/ rr:f) (g/ rr:f) 

2001107/07 6 17.4 16.8 77 67 

2001111113 11 79.9 O 28 O 

2002/04/24 8 5.80 0.15 6.4 0.14 

2002/05/22 4 4.45 0.85 25 20 

2002/07/01 3 0.45 0.35 12 11 

2002/07/01 9 1.00 0.35 16 10.0 

2002/09/03 0.20 O 0.23 O 

2002/09/03 2 0.40 O 0.82 O 

2002/11108 5 7.55 O 8.5 O 

2002111108 6 0.90 O 2.3 O 

2003/01119 6 3.45 O 1.3 O 

2003/01119 6 3.35 O 0.92 O 

2003/02117 5 1.25 O 0.45 O 

2003/02/17 7 3.30 O 1.1 O 

2003/03/10 6 2.50 O 1.2 O 

2003/03110 6 0.45 O 0.18 O 

2003110/23 6 20.4 O 6.5 O 

表 4. 動物群集のうち小型甲殻類、現存長官!奇交結条

出現種数
個体数 重量

調査年月釘
(採取面積6.5rrr) 全量 端脚自 十脚目 全量 立高締官 十脚医

(!nf) (! rr:f) (! rr:f) (g/ rr:f) (g/ rr:f) (g/ぱ)

2001107/07 22 129 105 11.1 0.75 0.31 0.40 

2001111113 5 26.9 0.14 26.5 0.51 0.51 

2002/04/24 17 76.7 70.8 5.69 0.60 0.44 0.16 

2002/05/22 10 5.00 3.33 1.67 0.047 0.007 0.040 

2002/07/01 15 13.1 10.7 1.94 0.060 0.028 0.032 

2002/07/01 11 9.44 5.97 2.50 0.14 0.014 0.13 

2002/09/03 5 2.50 0.69 1.81 0.076 0.076 

2002/11108 9 261 0.69 259 5.1 5.1 

2002/11108 0.42 0.00 0.42 0.007 O 0.007 

2002/12/05 7 66.8 0.42 66.4 1.7 1.7 

2002/12/05 4 4.03 0.28 3.75 0.12 0.12 

2003/01119 21 63.6 7.78 55.0 1.6 0.015 1.6 

2003/01119 7 27.4 1.25 26.0 0.93 0.008 0.92 

2003/02117 20 111 50.7 60.1 1.6 0.17 1.4 

2003/02117 18 21.7 7.64 13.8 0.57 0.040 0.53 

2003/03110 18 58.3 42.8 15.4 1.1 0.14 0.92 

2003/03110 15 19.0 9.58 9.31 0.49 0.12 0.37 

2003110/23 17 52.6 11.8 37.2 0.41 0.019 0.39 

2004/06/01 30 584 239 318 2.3 0.6 1.7 

注: は計測最小限界未満を不す
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グモ科に属する生物が採取された。節足動物門以外では，

環形動物門ゴカイ繍に属する生物が比較的多く採取され

た。また，軟体動物門で、は，魚類を対象とした調査でも

採取されたとメイカだけでなく，こ枚貝自イガイ科に属

する生物，腹足類自に属する生物が採取された。さらに，

腕皮動物門のスナクモヒトデ科に属する生物や，原索動

物門のへンゲボヤ科に属する生物等，多様な生物が採取

された則。

小型甲殻類現存量調査結果および対応するアマモ草体

の消長に関する調査結果を表4に示した。餌料生物は小

型甲殻類について，採取面積内出現種数，単位採取面積

あたり個体数と単位採取面積あたり重量を示した。単位

採取面積あたり個体数および単位採取面積あたり重量に

ついては，全量およびそのうち端脚目と十脚自について

した。アマモ草体の消長に関する調査結果は前部と同

様とした。

小型甲殻類の採取面積内出現種類数は 2004年 6月 1

自に 30撞類と最も多く， 2002年 11月8日に 1種類と

最も少なかった。単位採取苗積あたり偲体数は全量およ

び端脚目， 卜澗!日すべてについて 2004年6月 1日に最

も多く，それぞれ 584俗体 1m
2，239個体 1m¥318個体

1m
2であった。最も少なかったのは 2002年 11月8臼で，

それぞれ 0.40個体1m
2，0.00個体Inl，0.40僧体1m

2であっ

た。単位採取面積あたり重量については，全量および十

脚目では 2002年 12月8Bが最も多く，それぞれ 5.1gl 

m
2
， 5.1 g/m2であった。端脚目は 2004年6月 1日が 0.6

g/m
2で最も多かった。最も少なかったのは，会最と十

脚自で 2002年 11月 8日で 0.007g/m
2であった。端脚目

については 2002年 11月8日に og/m
2であった。

動物群集とアマモ草体の消長との関連の検討 魚類現存

量とアマモ主主体の消長の相関分析における相関係数と

有意性を表5に示した。採取面積内出現積数と採取地

点株密度および単位採取面積あたり重量の全量とアマ

モ場全体面積に高度に有意な関係が認められた(危険

率pく0.01)。また，採取面積内出現種数と採取地点平均

葉長およびアマモ場全体面積に有意な関係が認められた

(危険率pく0.05)。高度に有意な関係および有意な関係

が認められた各結果について，調査結果と回帰直線を国

2から図 5に示した。すべてについて負の相関が認めら

れた。

小型甲殻類現存量とアマモ草体の消長の相関分析にお

ける相関係数と有意性を表 6に示した。全量および端}即

日と十脚自の単位採取面積あたり個体数並びに端制自の

単位採取面積あたり重量とアマモ場全体面績に高度に有

意な関係が認められた(危険率pく0.01)。また，採取面

積内出現種数とアマモ場全体面積に有意な関係が認めら

れた(怠険率pく0.05)。高度に有意な関係および有意な

関係が認められた各結果について，調査結果と回帰寵線

を図 6から図 10に示した。すべてについて負の相関が

認められた。

表 5. 魚類現存長とアマモ主主体の消長の相JliiJ分析における相関係数と有意;性

採取商積内 単位採取面積あたり個体数 単位採取面積あたり重最
出現種数 全最 立品目却目 十脚隠 3ノ¥三主長主3 端脚自十脚目

採取地点株密度 。目393 0.086 0.129 0.048 0.204 0.117 0.191 

アマモ
草体の採取地点平均楽長 0.114 0.118 0.133 0.275 0.307 0.247 0.346 
消長

アマモ場全体面積 0.48'1 0.760特 0.790*本 0.595紳 0.178 0.590判 0.082

*:有意である(危険率pく0.05)
料.高度に有意である(危険率pくO.O[)

表6 小型Ej3殻類現存最とアマモ主主体の消長の相関分析における相関係数と有意性

採取阪私:内 単位採取面積あたり個体数 単位採取函積あたり重量
出現種数 全長 メノ勺レ 全長 メノ'1レ

採取地点株密震 0.612紳 0.131 0.682 0.060 0.659 

アマモ
主主体の採取地点平均葉長 0.541本 0.149 0.418 0.370 0.599 
消長

アマモ場全体面積 0.536 * 0.429 0.626 0.684紳 0.406 

*:有意である(危険率pく0.05)
料奇麗に有意である(危険率pく0.01)
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察

アマモ草体の消長の特徴株密度および平均葉長の季節

変化に関しては，おおむね秋季および冬季において小さ

くなっており，京高湾における北向きに開いた海岸にお

けるアマモ場の季節消長の特徴と一致した!Oi。アマモ

場全体而積に隠しては，季第変化に特徴は認められな

いが，経年的には 2001年から 2002年にかけて拡大し

2003年までは維持されたが， 2004年には急激に縮小し

た。このアマモ場面積の出長に潤しては，波浪が影響し

ていること示唆されている口、。

考
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危険率ρ=0.007
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生息生物量の季節変化の特徴 アマモ場に生息する魚類

および刀、型Ej3殻類ともに時間的に大きく変動している状

況が把握できた。季節的変動，年変動ともに大きかった

が，明確な規則性は確認できなかった。生物種間の関連

についても，今聞の鵡査結果からは明確な関係を示すこ

とはできなかった。特に，メバル幼魚は今回の諜査で採

取された小却113殻類では端脚目を主な餌料とすることか

ら6) アマモ場における端脚自分布期とメバル幼魚分布

期との一致が期待されたが，確認するには至らなかった。

さらに検討を深めるためには 捕食…被捕食関係を明

らかにする目的で魚類の習内容物調査等が必要と考え

るO また，潜水式回い網は遊泳力の llOiJい魚類の採取は困

難であることから，刺し網等の捕獲能力の高い採取方法

を併用する方法も考えられる。同線に，潜水者による作

となるので，忌避性の高い魚類の採取が|益要IEであるこ

とから，映像等による行動調査も必要であると考える。

600 

図 8. 単位採取而務あたり端!出!日似体数とアマモ場
全体I制点の調査結果および阿保直線
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アマモ草体の滞長と生息生物量との関連 アマモ草体の

株密度に関しては，魚類の採取国有i内出現種数のみにつ

いて有意な負の相関が認めらた。これはアマモ草体の株

密度が低いほとョ多種の魚類が生息していたことを表して

いるが，その理由についての推察は困難である O

アマモ草体の平均葉長に関しでも，魚類の採llK面積内

出現穂数のみについて有意な負の相関が認めらた。これ

はアマモ草体の葉長が小さいほど多種の魚類が生息して

いたことを表している。この理由についての推察も困難

である。

アマモ場全体面棋に闘しでは，魚類の採取面接内出現

種数および、全長の単位採取面積あたり重量，小型甲殻類

の採取面積内出現種数，全量および端脚目十脚日の単

位採取而稜あたりf樹木数，十脚日の単位採取面積あたり

と，多くの項目について有意な負の相関が認められ

た。これはアマモ場の面積が小さいほど，多種の生物が

高官度に生息していたことを表している。その理由とし

て，アマモ場の縁辺部と!大j部との生物生息密度の差異が

あると推察できる。 魚類についてはアマモ場の縁辺部に

多く生息し危険を感じるとアマモ場内に志避すること

が観察されている。小型甲殻類も同様に，アマモ場縁辺

図 9. 単位採取市松あたりト腕|ヨf同体数とアマモ場
全体面積の調資結果および悶帰直線

8 

招関係数R=0590 
危険率pコ0.008

O 

O 

O 

0.4 

O. 2 

O. 6 
(
モ
¥
国
)
酬
明
酬
匝
塁
翠
〉
ど
の
吋
騨
阻
岳
山
特
記
避

- 49 

600 

図 10.-j脚目似体数とアマモ場全体i長i稲の調査結来お
よび回帰直線
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部に多く生恵、する可能性が考えられる O 円や正方形のよ 文 献

うな単純な形状では闇積が4分の lに減少した場合でも

局長は2分の lにしかならないことからもわかるように，

一般に面積の減少割合に対し周長の減少割合は小さい。

したがって，アマモ場の全体面積が小さくなったことで¥

縁辺部の影響度合いが相対的に大きくなったと推察され

る。

ただし今回の結果ではサンプル数が少なく，傾向を

断定するのは危険と考える。特に小型Ej3殻類については，

2004年 6月1日の結果がアマモ場面積が 59m
2と小さく，

全景の倒体数が 584偲体 1m2，端1持i自の個体数が 239個

体 1m2であるなど，データとしてやや突出しているので

判断には慎重を要する。

なお，開様の潜水式密い網を縁辺部と内部で'11'った調

査では，この生息生物最の差異は確認されていないへ

その理由として諦査実施時に生息生物は忌避状態にあ

り，通常の空間分布とは異なっていたと推察される。

今後，検討を深めるためには，さらに頻度の高い調査

を実施するとともに，水温，塩分，波浪等の物理環境と

生息生物量との関連，生息生物種間の関連等の検討を行

う必要がある O また，アマモ場の機能を明らかにするた

めには，岩礁性藻場や魚、礁等，他の沿岸景観要素との関

連性等についても調査・検討を進める必要がある O
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別表1.魚類に関する調査における出現種一覧

綱 目 科 }高 学名 種類 No. 

硬骨魚 カtコQ ブサカサコ守 メ/ぐ fレ ISebastes inermis メハゃ1レ(TLく90mm)

Sebastes inermis |メバ1し(TL>90mm) 2 

Sebastes sp. ;メバル属の一種 3 

ハオコγ ハオコγ 崎 'Podytesrublかi加 is jハオコr 4 

ホウfウ ホウホぞウ I Chelidonich内sspinos凶 ホウfウ 5 
カシゃカ アナハセミ Pselldoblennills cottoides 了サヒアナハγ 6 

Cottidae ヵγヵ科 7 

I Scorpaeniformes ;カサコゃ目 8 

スfキ へ7 キュウセン Ha/ichoeres poecilopterus キュウセン 9 

Ha/ichoeres tenuispinnis ホンへや7 10 

;イトへ"'7 SlIezichthys gracilis |イトへ守7 11 

jキス Sillago japonica ;シロキミス
イソキゃンホ。 ハタタテ卒、ンポ IPetroscirtesbreviceps jニシ":r'ンホ。 13 
ハセや サンカクハセ、、 lFusigobills duospilus Itホシサンカクハγ 14 

ヒメハγ Favonigobius gymnallchen ヒメハγ 15 
lマハγ Acanthogobills jlavimanus Iマハセ。

ネス守ツホ。 ネスゃツポ IR叩 omucenωornaゆinnis問、ヌ月

Repomucenus beniteguri トピヌメリ i 18 

RepolJ1ucenus sp. ネス守ツホ。属の一種 19 

lアイコミ Perciformes 了イコc科幼魚 20 

Perciformes lスズキ目幼魚、 21 
ブク守 カワハV カワハキ守 Stephanolepis cin制fer ;カワハV 22 

ウマγラハキ守 I Thamnaconlls modestus jウマツ守ブハV 23 

i7ミメハキ。 Rudarius ercodes アミメハキや 24 

;フグ トラフク守 Takifugll pardalis ヒrン77守 25 

トゲウオ ョゥγゥォ ョゥγゥォ Syngηαthus schlegeli ヨウシマウオ 26 

オクヨウγ ;urocdfηpω nan悶 オクヨウシマ 27 

タツノオトシコや Hippocampus coronαtus iタツノオトシコや 28 

頭足 ゲンコ守イカ ヒメイカ ヒメイカ I Idios切 illsparadoxus |ヒメイカ

- 51 



別表 2. 飼料金物に関する調査における節足動物の出現穏一覧

F号 1剥 自 科 J/i!， 学名 平日名 No 

節足動物 ウミクモ ウwモ ネゾウ ~7' モ Phoxichilidiidae ホソウiゲモ科

rpj殺 貝虫 ウミネPル Cypridinidae ウ:ホグル科

i淳司3 コ/ハエピ コノハエヒ Nebαlia japanel1sis コ/ハエヒ寸

i; 了ミ コマ七i'~ AnIsol1lY，附 ijimαI コマtn 4 

7ルケすミンス Archaeomysis司P i!レケ才iシス属の一手F 5 

ヒヘレザスロ7^ め.:perel}'thropssp ヒヘ三レザスロプス伐の一裕
エLマF、、、 Nipponomysis spp モn!母の数穏

イゾn ParacanlhontysIs sp イmJi~，の一機

ン『ヱ7 Siriella sp ，，~ェラ以1の一手中

かIysidae n*ヰ 10 

クーマ 7ン/クーマ Nannastacidae ナげトマ科 11 
7
'
)ブ子eク}マ フザブ'T'ク戸マ Gl'l1odiastγlis sp 7~1デトマ1/誌の一線 12 

CUMACEA ?ーマjニ1 13 

9ナイス 9ナイス 七ウクゾ Zeuxo sp t.ウケゾ鼠の一手[[ 14 

等腕i ウiナナ7ン ウミナナアン Paronthllra japonica ヤマトウ ~tナプン 15 

Parantllllra sp ウミナナ7シ誌の -f>1i 16 

ヘ7ムシ 7トヒゲヘ7ムシ CleαnlIenαs/lαssem オとうキヘ7ムン 17 
ホソヘ71; ζ'1eαntiella ISopus 千ブヘラムシ 18 

コツ7ムン コツ7'ムシ Cymodoce japonica ニホンコ17ムシ 19 

イブコツブムン Gnorimosphaeroma rayi イアコツ7'!、シ 20 

Sphacromatidae コ17'ムγ科 21 

Epicaridea trーザムンTIIiIヨ 22 

ft:M~耳i スγメソコヱピ す*コスカメ め'blisjaponiclIs ニッネンスカメ 23 

喧yblissp オゲコスカソ以の一滋 24 
ヒゲナカ。ヨコエピ ヒケ必ずγヨコエピ Ampithoe lacerlosa ニŝンモハrヨコエピ 25 

AmpitllOe sp ヒゲナ力。ヨコエピ長誌の一級 26 
ユンiγソコエピ ヒメユンホ ソコヱピ Aora sp AoraJiJ!Jの磁 27 

Aoridac ユンゲソコエピ科 28 

ドログゲムン 本11ツムシ C四'apustubularis ホソ11ムン 29 

ホブヨコエど ErictJlOnius pugnαx ホソヨコヱピ 30 
ドロゾコエヒ。 Grondidierella sp トソコエヒ 111¥の一杯{ 31 

インクヨコヱピ ゾコヱヒ Gammaropsis sp. ゾコエピ5誌の一級i 32 

カマキリヨコヱピ カマキリヨコエヒ JassσρJ1cala カマキリヨコヱピ 33 

ドロ" トロ/ミ Podocerlls incol1spic附 ドロ1; 34 

77ハfヨコヱピ 77ハナヨコヱピ A(vlus japonicus 77ハナヨコヱピ 35 
エンマヨコエピ トケ主主ヨコエピ Pαrad，凸 amil1ebarnardi トゲ**3コヱピ 36 

Paradcxaminc sp トゲホネヨコエピ !is，O)一一穏 37 

ホヤIhン/ン PO与'cheliasp 本ヤ/カンノン腕の←事長 38 
7コ.tγヨコエピ 了コザ Tカーヨコエピ Ponlogeneia rostl'ala 7コ干すずヨコヱピ 39 

チどヨコエピ Amphilochidae チピヨコヱど宇ト 40 
テンク ヨコヱt' テンゲヨコエt Pl.どIIstespanopla 子ンゲヨコヱt' 41 

Plellsles sp テンゲヨコヱピ V~，の-fln 42 

71ヒゲゾコエヒ Lysianassidac 7トヒケゾコエピ科 43 

メリゲヨコエヒ メリケヨコエピ Melilαsp. 川ヲヨコエヒ色彩iの ~fill 44 
クチハ'ンゾコエピ サンハeツブコエピ Synchelidium sp サンハジツソコヱピj11，O) 中E 45 

Oedicerotidae クチハ'，，1コヱピ科 46 

ヒサシプコエピ すミ/コゾコヱピ PαraJワhoxussp rUコゾコエt'k誌の fずl 47 

ツItケ'ソコヱピ マルゾコヱピ Urolhoe sp， マルゾコエピJt1;O)--f!n 48 

Acanthonoto: Acanthonotozomatidae Acanthonotozomatidac科 49 

7ケスケヨコヱt Synopidae アクスケヨコヱヒ 科 50 
ムカシワレカう ムカシワレカラ Profomima sp. 1¥11シワレカ'il!ll，の 会桜i 51 

ワレカラ ワレカ7 Caprel1a kl町 四I 1オワレカラ 52 

Capre1!.αscallra トケワレカラ 53 

Copre1!.αmOJlocelηs モ/ワレカラ 54 

Caprel1•αι-Ianilevskii ネブワレカラ 55 

CαIfJrel1a spp ワレ肝臓の数llT! 56 

Caprellidae ワレカ7.PI 57 

i 腕] ク何ヱピ ザルエ Trach)peJweus curviJ'ostris サルエピ 58 

Pcnacidae グルマヱt科 59 
モエt事 ツノモニピ Hepl.αcwpus.futilin山 trls 7ンナカ'モエピモド寺 60 

Heptacw7Jl1s geniculallω コンマカ ザモエピ 61 

Heptacmpus pandaloides ツ/モエピ 62 

ホソモエピ Latreules acicularis ネゾモエt 63 

Lαtreutes planiro;げJ'lS ヒラツ/モエピ 64 
ヒゲナγモヱピ Lvsmafαvjflata 了カシマモエピ 65 

Hippolytidae モェピ宇! 66 

ロウソクヱピ ロウソクヱヒ Processa dimmpha 力ワザロウソクヱt 67 

Processa spp 吋1Jヱピ属の数磁 68 
ヱピシヂヤコ トゲエピシーヤコ Alelacrangon anguslicouda トゲエピシャコ 69 

ヱピシーヤコ Crangol1 qjjinis ヱヒシーマコ 70 

Cral1go11 sp エヒ 1"~.コ織の-.f[[ 71 

Crangonidea エピγャコ科 72 
コiザェピ コシ1ザエピ Galathea orientalis トウヨウコシすリエピ 73 
クモγニ モγニ Pugettia quadridens quadridells ヨツハマモカずニ 74 

Majidae クモγニ科 75 
Tワラカ'ニ ソハ'カラh'~ Trigonoplax lll1gui.formis ゾハ γラヵーニ 76 
イチョウカ v ニ イチョヮγニ Cancer gibboSlflus イt'イチョウγニ 77 
オ，)寺心力ニ Xanthidac オウキカ'ニ科 78 
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刻表 3. 鈎料生物に関する調査における節足動物以外のIl:¥現稜一覧

P可 綱 目 科 属 学名 和名 No 

刺!泡[fM均 ヒトvロムシ ヒγロムシ 担マウミヒドラ Corynida巴 グマウミヒドラ科 79 
ウミサカス守キγヤ Campanulariidae ウミサカス守キカゼヤ科 80 

扇7移動物 ウス守ムシ とうムシ Polycladida ヒラムシ目 81 
紐7移動物 NEMERTINEA 統7移動物内 82 
軟体動物 JI夏足 原始日安定 ニンキウスvγ ィ Trochidae ニシキウスぶγィ科 83 

日号f丑 トウ力。ケカ守イ Pyramidellidae けが付守イ科 84 

1，¥'t盾 7シエうがイ Pleurobranchidae 7シエラγィ科 85 

襟i9~! Nudibranchia ?来線問 86 
二枚貝イカY ィγィ ヒハ守~!(イ Modiollls nipponiclls ヒ/ゾリγィ 87 

ゲマエがイ lvfllscullls sp グマェγイ腐の一種 88 
ィrィ lvfytih日:galloproνinCIalis ムラサキイヵーイ 89 

jJJj足 ゲンコ守イカ ヒメイカ ヒメイカ Idioselフillspygmaells paradoxlIs ヒメイカ 90 
球形動物 コ、カイ ザシハ。コvカイ サシハ守コーカイ Anaitides Anaitides sp Anaitides属の一種 91 

ウロコムシ 11.ヨrmothoe Harmothoe imbricata マゲラウnコムシ 92 
コ河カイ PJatynereis PlatJ羽 ere/ssp Platvnereis #誌の一種 93 
シロカーネコ守j)イ Nephtyidae ンロずネゴカイ科 94 

スピ才 スピオ Spionidae スピオ科 95 
オ7ヱ?了コ守カイ 才7ェザアコゃカイ Annandia Armandia sp. Arll!Rndia 鴎の一種 96 
スヒオ At

O 

;j prJ'o刀OSpl0 Prionospio sp. Prionospio 腐の一種 97 
ハポウキコ、カイ ハポウキコョカイ 九11erusa Pherusa sp Pherusa 1I誌の一種 98 
イトコ守カイ イトコvカイ CapiteJJa Capitella sp， Capitella属の…磁 99 
7'[コ守カイ ウミイサコ守ムン Lagis Lagis bocki ウミイサコぜ b:; 100 

ケヤリ カンずシコゃカイ めTdroides めψ・oideselegans カサネカンrシ 101 
触手動物 コケムシ ブダコケムシ !}コぜメコケムシ Beaniidae j}コ、、メコケムシ科 102 

トゲイグコケムシ Calloporidae トゲイグコケムシfel 103 
ウスコケムシ Microporellidae 似コケ1';科 104 
チコゼコケムシ Watersipora Watel苫iporasllbovoid，叩 チコ"ケムシ 105 

l練皮動物 クモヒトデ ケモヒトデ Aiクモヒトデ Amphiurida巴 ス十円ヒトデ科 106 
ウニ Echinoidea ウニ綱 107 

原索動物 ホヤ ヒメポヤ ヘンゲfヤ Polycitoridae ヘンゲポヤ科 108 
マ;1;"1' 7ケロホ、? Molgulidae 7ケロポヤ科 109 

手ヂ推[f!J物 {出~J';魚 トゲウj ョゥγゥォ 3')〆ウオ Syngnathlls schlegeli ヨウシvウオ 110 
オクヨ，)γ Urocalllpl日 nam/s オクヨウγ 111 

j}サコ、、 ブサカサコマ メハ守ル Sebastes inermis メハ"1し 112 

Sebastes sp メハ守 IV#誌の一種 113 
コチ Platycephalidae コ千平31 114 
ハ1コγ ハオコγ fかPO(かtesrubripinnis ハオコセ、 115 
ヵγヵ 了ナハセ。 Pselldoblennills cottoides f'ITヒアナハγ 116 

Scorpaeniformes カサコョ自 117 
ススγ キ キス キス Sillago}勾rJonicα シロキザス 118 

ヘ7 キュウセン Halicl即日目poecilopterus キュウセン 119 

LABRIDAE ヘ♂う科 120 
イソキ守ンボ ハダダテキ、ン木 Petroscirtes breviceps ニγギンホ。 121 
ネス。ツボ ネス守ツポ Repoll1l1cenlls omatipinnis セトヌメリ 122 

Repomllcenlls sp， れとツホJiii，の一種 123 
ハセ、、 ヒメハγ Favonigobius gymnauchen ヒメハセ、 124 

キララハγ Acentrogobills pjlaumii ス'1'ハセ守 125 

Gobiidae ハセv科 126 

PERCIFORMES AA'キ悶 127 
71" カワハV アミメハギ RlIdaz・iusercodes 了iメハキ守 128 

!}ワハキ、 Stephanolepis cirrh!戸- カワハキ、 129 
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別表 4. 魚類に関する誠査で採取された魚類の{弱体数・総重量・体長及び体案(1/6)

/7 2001/11/13 2002/ν24 
アマモ場内 | アマモ場内 | アマモ場内

脚内0.，官官主罷F千 ZE3!官官官?t?jM;L12露間関謡S
M品 TLヲhm)i 11 C 2 10 i 135-167' 1113.m47羽 I

j白去古;長坐二三11巴ケrこ竺土二竺r与一←-寸て土二ヒ土二ゴi王 竺f竺己竺竺丑
i協奇諒E牛十一一斗4一4:引iト一ベ一ベ一…Jふ一一ベ一→一一~I旦ι;凶斗叫笠笠斗ト二ι一;直丑色町~.0-6雌dいι山止J叫」一μ叫J企
p す牝刊t幻7ナt. I 6叶1c .4弘灯.5 ; 10η払別3-1伺ぺ14剖タ訓9引lト句l れ171 1口2之 0.5 1 1.7 65-83 

昨千一十云引| 一斗…了
|写~γ一一一寸-910了可万下1喜一…プー「百プ 20 20司 10010.1-161 0.3 0.52 165-83 
lFγ 10一一ーマ一一一一「一一一γ一一一γ一一一一一一

!詰ぷ「-J3-寸
一
一戸

万ア可耳慣:江 29回3610.47，1.0

!Unt'二二二二ヨi二二工二二二二「一一 0.6 I 0.08 1 16-43 【 13-35;0.01-0.071 0.1 i 0.06 59 

同「一可i二二ニ二
山ぷ叫~I …十一山市日T32 1 27 I市

一←

oゴ「瓦面I 55 44 T-1.1 
0.1 0.09 I 60 

工二コ
1;¥1"寺三毛J牢 211 1 01 1 0.03 119之4 同 115-1810.09-0.18 

一一「ゴ210丁可.3訂1訂ーア寸七1 下 0 ・ 125-25 1 0.53 

153-681 2性主

- 1 53-68 1 1.1-3.8 

49 1 1.2 

49 1 1.7 

百二2三二:二テ ア 三 ゴ 市 三 丑 盟 |世
主と堅一一一. 2空し札ふ忠則一以弘一二一 γ川い_~LL~L.盟主』竺空しょ凶日広回全長
際じ二二司三ヰ二二主コア一丁

出現際主員数 1 ， 

(採取関税20凶 I {) 
7行円 5.8 1 6.4 I 

7 

別表 5. 魚類に関する調査で採取された魚類の倒体数・総室長・体長及び体重 (2/6)

ア20マ02モ15場/2内2 アマ20モ07場17主主/生1部 アマ20モ02場/7疎/生l部

経綴 f(副ー/本ni務)1総(g攻ほ総{判図長 ( のg) 浩I(司ー/12I1I2イ銘) (p立B/IEYiI立)事L長のF総1ii封(m8m}1 綴1本閲立Z(のg) |倒や/体m側)1 (g線Im)l!閉EそのF級L協同B)L l|範憾関(のg) 

メハルuしくりり江lIn) [1 0.6 19 192・155' 176-128 
11.41.-38.1 8 

0.4 11 02-130 184-117 17-: 1.4 1.0 107-140 89司 l 20-48 
メハル¥lL>90mm) 21 0.3 0.73 I 43-60 3'5-59 0.2 62-70 55-58 4.5-5.0 
メハルliJ:¥の一徹 3 
ハ1コt 4 0.1 1 0.30 67 58 5.9 0.3 1.7 52-82 

4空主主主
ア百W不夜石ワ吊T「青五n科ワ瓦…了ザ… 

J 

61 0.1 l.l ，95-104 78司86!8.7-14 0.1 1.9 120 
7 
8 

キュワtン 91 
不ンヘ 7 !日

イトヘフ 11 
ンロキス 12 
ニンキンネ

セホシザ/'11クハf 14 0.1 10.10 60 47 2.0 
ーメハセ

|ヤプ 16 

告府デ杯示郷了一

0.1 .6 l日日-171 76-[2ヲ 5.7-26 
1り
20 

AA l'日沙rn~1.

方ワハ守

ワマツ 7ハキ 0.1 0.06 1 43 35 1.1 
IT~ メハキ 4.1 23-45 18-36 10.38-2 。l 0.10 41 35 1.9 0.1 ¥0.21 '140・50'1 ー 34伊3811.7-2.7 
|ヒ方ン77 25 
|ヨワシワ才 26 0.1 0.13 138-1651 134ぺ曲'0.70-1.8 0.1 10.02 1 104 司 99 1 0.32 
|オクヨウシ 2~ 
117 )才トンコ 28 

合計 4.5 ウ5 0.5 1 12 I 1.2 1 16 

tli浅草E額数
4 

(採取前主~20nf)
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別表 6. f:衣類にl渇する誠交で採取された魚類の個体数・総室長: 体長及び体重 (3/6)

アマ20モ02機/9密/3生音11 アマ20モ02場/9総/3生1t[i アマ20モ02場/1密1/全8部

干重類 No 
11(也ーf1令rriタ)スず下(官R、，1m) F i lmHmjL つ:範1不囲日~) 初(-lff平n1叙)(吃g旦 iてのF:6hLHH(mBm;L 1;;1u4hij耳廻切(RJ) 

体長のIIiiW11(mm) 
f体遡iil(の日)

(-/n1) i (g/ぱ)上L BL 
メハル(TLく90mm)，
!メハル(TL>90mm)
|メr

lハ才コ七 4 0.1 0.25 i 48-54 36-40 2.1-2.8 
i不ワ不ワ
Ii'サヒ11ハt 6 
[力シ 力十コト
|カサコ 13 8 
|キュワセン
|本ンヘ 7 10 
|イトヘ、 7 11 
シロ寺、ス

|ニシ守 F不 IJ 0.3 0.27 27-68 I - 20-57 0.24-3.4 
じ小ン 〆JI ハ℃ 14 
ヒメハt 15 0.1 '0.03 31司37 24-29 0.28.0.41 
マハt 16 
'トヌメ? 17 
トヒヌメり 18 
i平スバ紛の-r!l( 19 
Ii'イコギ|主1)1.'.， 20 
|ススキ I~I 拶rJ}~l、 21 
|カワハキ 2: 0.3 6.6 42司 145 36-112 2.3-69 
|ワマツ、ブハキ 2: 
「ミメハ守 24 0.2 I 0.23 121-57 15-40 10.18-2 0.1 0.19 33-50 28-38 1.1田2.7 6.8 1.4 10-29 7-22 0.03.0.54 
ヒカン77 25 
ヨワγヮォ L6 

才グヨワシ L7 

?ンコ ;ょ日

合計 0.2 I 0.23 0.1 i 0.19 7.6 8.5 
出現磁i負数

コ(採取商綴20n1)

別表7.魚類に関する調査で採取された魚類の個体数・総意設・体長及び体重 (4/6)

アマ20モ02邸/l主 アマ20モ0:3湯/1君/主全9部 アマ20モ0:3嶋/l崎/:1全9部

綴土質 l制(-1問rri)問戸 上 Il附8L;1聞~ÎÍ[!Ð(の日)!戸戸門闘削(μ-Jiけ/ハ1附I肘百)総絞悩(旦W1立/i判iぱ1百i)以; 附の叫叩「札*呪刷日剖Ll日f打胤r 日凶L i 純[関i羽]l(収耳)
1

1間悦問削叫
(μ白

Jiけ/九
1
In凶1甘1)ドi(ωdぱ)1 TL FL BL 守草総;送[i[凶2主潤i自IJ(伐貝)

F

メメハハ

T
マ衣ルル服((す

T

百し

L
〉く二9900

五

mm

「
mm))!;-32 

l 

ハオコセ 4[ 0.2 1 0.16 28-51 21-40 i 0.37-2.2 0.3 0.16 27-38 22伺3010.34-0.99 0.4 0.21 127-33 伺 120-25 i 0.30-0.64 
不ワ市ワ 5 
「すヒTtハで 6 
カシ カ宇一千 7 
カサコ 闘 8 0.2 0.03 23-24 18-19 i 0.15-0.22 0.1 0.01 18句23 15司 170.05.0.16 
キュワ士ン 91 0.1 0.01 ト31 25-251 0.26 
ホンヘラ

イトヘ 7 II 
ンロキス 12 
ニン守ン;Ji 131 0.1 i 0.04 130-38 24-31 10.24-0.48 
t不ンすン万クハゼ 14 
メハ七 15[ 0.4 0.39 21-84 122-71 0.02-5.2 0.7 0.21 121-54 117-4310.07-1.1 1.9 i 0.31 I 20-43 16-35 10.06-0.51 

マハセ 16 

す刃

tFEト-デヌ-すメ'fJ
杯サ

v
京-窃京…あ一二一-百一三

11

宮
面

7 
5 

0.2 0β7 132-44 121-35 i 0.19.0.57 0.1 1 0.02 37 ー 30 0.31 

スス、キ討与~1iな 21 
カワハキ 22 0.1 1.6 118 93 ! 32.5 
ヴマゲ?ハキ
アミメハキ 241 0.2 ! 0.04 8-30 6田22:0.02-0.5， 2.2 .88 7-35 13司3110.14.0.99 0.9 i 0.34 16-33 i 司 '11-2610.11-0.84 
と刀ン;ノj '-0 

ヨワンワT， 26 0.1 0.01 87-87 86-86，0.12苧0.12
1クヨワン i7 
J1J才トνコ 28 0.1 0.04 63 司 63 0.7 

合計 0.9 2.3 3.5 1.3 1 3.4 I 0.92 1 

(採日
j

取
E見沼篠紛類

2
数
Om') 6 6 6 
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別表 8. 魚類に関する調盗で採取された魚類の個体数・総友金・体長及び体重 (5/6)

1 No 
アマ20モ総/1全7部 アマ20モ号2線/1全7部 アマ20モ03場/3経 ミ~f[)

手E綴 {出(ー/偽II;f綴)1総(耳3/11E1Tち)本L;i乏のF;組L問 (mBm)L4j終1ifi:日11程l(のg) 1i(剖ー/14IY五ず銭)総(gゲ蕊m) 本L公;のF総L捌1(m8m)1 事のg) 1
1州
(-1m側)1 (gl波M数)fT附L のF74闘L (耐BL仰l総IIIJ(のg)1 

|メr、ル¥lL，YUmm)'
|メハれlLノYUnUll，

一一一一一i メハル腕~O)一望![ 』 0.1 . 0.03 33 20 0.57 
ハオコセ 0.2 0.08 25-31 119-29 0.29-0.56 
|市ワ不ワ
17iftnハセ 白

[方ン力十十
!万fコIゴ 81 0.1 '0.01 26 21 0.26 0.2 0.05 26之宮: ー 19-21 .0.24-0.42 
|キュウセン り

!不川、7 10 
|イトヘ 7 11 

院己 一一} ー)

マn1'竺
114 5 

0.7 '023'21句49. ・ 16-4010.07-札89 1ヲ 0.61 21-55 '17-4910.08-1.3 
一0.9一一9 7iZ-55 17-40 10.06-1.2 

16 
一20~ァ6010.11-3.1111:トヌメワ 0.1 1 0.02 35 I 切 28 0.35 0.3 10.10 '2ト55:骨 15-3910.07-0.94 0.5 0.49 126田77

iトヒヌメリ !日

1アれイコツ不1"トミ服ゾJ1.の.r.¥一様 2I9 0 一一一一一」 …ー

i ススキ 1~ j:)J ;1;札 21 
|カワハキ 22 
lワマツ、フペ 23 

17ミメハキ。 24 0.5 0.20 26-321 ー 19伺240.35-0.70 0.7 0.27 21-36 司 115-270.20-0.88 0.7 ! 0.38 26-42 19-36 10.33-1.5 

|珂ヒ方γ川草子 25 
26 

I~ ダヨ ')j 27 0.1 i 0.01 69-78 77-68 0.04-0.08 0.4 0.04 64-95 63-93 .0.03-0.20 
|ヲツ/才トンコ 28 

合計 1.3 • 0.45 3.3 1.11 2.5 1.20 
lii~見積綴数 4 6 5 

(j係l&iliiH'!ZOni')

別表 9. 魚類に関する部資で採取された魚類の1[.母体数・総m:iJJ: 体長及び休重 (6/6)

2003/3/10 2ア003/1子0場/2内3 

関上1/本め薮寵(g室rr直Dア:下豆マモγ五場百正み蕗!1生岡て部市庇示了1守本E塑軍(百g2 種類 No. 
1

11
，円告閲i測(←μ刻-Ir喧喧よ{g位立型ず引旦?王章章範E明敏(姐位

|メハル(TLく90mm:

1]メ、 属TL広9…Or種nm: 
2 

3 
|ハオコセ、、 4 0.4 1.9 i 48-81 37が 65 1.5-8.1 

志ウボウ 51 0.1 0.03 40 31 0.68 

I 11{ti'fハセ 6 

!カシ〕科 71 0.1 0.03 41 -ー 39 0.52 

|押コ自 81 0.3 0.10 23-35 16-27 .0.27-0.67 

Ihウセン 9 0.2 1 0.13 19-62 ‘ー 16-53 10.04-2.2 

i竺へや? 10 

|イトヘ守ラ 11 0.1 10.03 39 31 0.61 

自主ホ

I 12 

13 

Itネシすンカク崎、 14 

!マりハハγセ
15 0.1 1<0.011 20 1 16 0.07 0.4 0.02 10-39 8回23 く0.0ト0.17

16 

ItトヌメV 17 

|トピヌリ 18 

ネスーァホ.JIji，の一稜 19 

11イコ科幼魚 20 

いだキ自幼魚 21 
カワハキ寸

ii;2224 2 3 

0.1 0.03 31 目 25 i 0.61 

1;;竺 凹7ミγ灯門メハ7φキF守
19.4 1 4.4 9“50 7-49 [ 0.01引

|ヒずン77" 25 

i竺シ"オ 26 

|オクヨウシ 27 0.1 I 0.02 I 70 I 68 0.35 

9ツノオトシコ。 28 

合計 0.5 I 0.17 I 20.4 6.5 

出現種類数
(採取面積20ni)

5 6 

- 56ー



別表 10‘館料生物に関する調査で採取された小型甲殻類の個体数および湿重量 (113)

;iA~ 食J検qi{1本4 2001/7士号/7内 2001/1t1g/; 13 2002/4/24 ア20マ02モ/5域/2内2 2002場!7密/集l 2002場!7総/生1 2002モ
アマモ アマモ l村 アマモi号内 アマモ 剖アマモ 部 アマ 内

jlelf本容Z1邸主力i{凶{本務Z1毘室主L個体数;民主主主t鯛{字数 i幾重主ijl司{本数湿援M 俗~j本数湿1立主ど 個体数 1極道JJ1:
平日'I'l No (-1m) (g/m) (ー1m) (g1m) (-/t百) (g八百) (-/n1) (g/m) (ー/ぱ) (g/m) (-1ぱ) (g/m) (ー/ば) (g/ぱ)

ゥ:ホPルヒ科、 ヲ 0.3 <0.001 
コ/ハエ 3 
コマセ了: 4 0.8 0.001 
アルケオミシA}i去の一事n コ
ヒへらレリスロ7'A五百sの一裕 6 
モ7~h司の数f，f( 7 0.1 く0.001
イソTUI誌の一種 8 
シリエう腐の…滋 9 
了ミ科 101 12.1 0.033 0.3 く0.001
ナンノトマ科 11 
nソテトマ伐の一級 12 
トマ筏 131 0.1 く0.001
tウクソ腐の一磁 14 
ヤマトウミナナブシ 151 0.3 く0.001
ウuナ7シ泌のー符〔 16 0.1 く0.001 0.1 く0.001
1"t'iキヘラムン 17 
イゾヘラムシ 18 
ニネンコ17ムシ 19 
イソコツ7ムシ 201 0.1 

くO‘001
コツ7.ムン科 21 
nリムシi![¥Fl 22 
ニッネン7，!f'メ 231 12.3 く0.001
1ホγ コ功。 })I誌の-1'ili 241 0.1 く0.001 3.3 0.006 
ニッホンモハ、ヨコエE 251 20.6 0.083 
ヒケ十がヨコヱt.IiJ!，Oコ 汗u'[ 261 0.6 く0.001 0.1 く0.001 0.1 く0.001
Aorai!f"Oコー滋 27 
ユンポゾコエヒ科 281 0.1 <0.001 0.3 <0.001 0.1 く0.001 0.6 く0.001
ホソツツムシ 29 
ホソヨコエt 301 0.4 く0.001 17.9 0.015 0.7 く0.001 0.3 <0.001 0.1 く0.001
ドロゾコエn品の~'f'長 311 0.1 く0.001
ゾコエt"ll1!，il) 関 32 
カマキザヨコエピ 33 3.8 0.011 
f' o}ミ 34 
77ノ、ナヨコエど 351 0.1 く0.001
トゲオ:幻コエt 36 1.3 0.001 1.1 0.001 2.9 0.003 1.9 0.001 0.4 <0.001 
トゲ;j;ねコエピ以の 一手E 37 
ネヤ/カン/ン1i1'，の-r11i 381 2.6 0.004 0.1 く0.001 0.8 0.001 
了コ'tカ示ヨコエピ 39 0.3 <0.001 
チピヨコエピ手ヨト 401 0.1 く0.001
テンゲヨコエヒ 41 0.4 0.001 
テンゲヨコヱt)lfiの→イ[，n 421 0.4 く0.001
アトヒケ ゾコエピ.f!1 43 
刈灼コエヒ P誌の-f，f( 441 0.1 く0.001
すンハヅゾコエni誌の -f>l( 45 0.3 く0.001 0.1 <0.001 0.6 く0.001
クチハシソコエピ科 46 
tuコゾコエt'li喝の 一手E 47 
マルゾコエピ lijl，のー-f重 48 

Acanthonotozomatidac科 49
7クスケヨコ工ど干i3f 50 0.3 く0.001 0.4 く0.001
ムカシワレカH去の一-t1T( 51 
オオワレカラ 52 29.2 0.37 0.1 0.001 1.4 0.018 2.6 0.011 
トケ ワレカラ 53 1.5 0.026 0.7 0.003 1.8 0.004 0.1 く0.001
そlワレカ7 54 1.3 0.004 
ホソワけ? 55 
ワレiJ'7!tJl，の数手重 561 2.5 0.008 11.4 0.013 0.4 0.001 2.1 0.001 0.7 0.001 
ワしカラ科 571 64.7 0.21 
サルエt" 58 
ケルマエt"To! 59 
γシナカモエヒモトキ 60 1.3 0.019 1.0 0.007 0.1 く0.001
コげJf'Hエヒ 611 4.9 。‘24 0.1 0.008 l.l 0.093 0.6 0.039 
ヅノモエピ 621 0.8 0.064 0.3 0.086 1.3 0.021 0.3 0.006 
ホソモエピ 631 5.1 0.096 25.0 0.41 3.1 0.11 0.6 0.025 0.3 <0.001 1.3 0.035 1.3 0.038 
ヒ71}モエヒー 64 0.1 0.025 
ア力シマモエE心 65 
モエヒ科 661 0.3 く0.001 1.3 0.006 0.1 <0.001 
カワリロウソクエピ 67 
0')17ェピ1iJ!，の数滋 68 
トケエピシャコ 69 1.3 0.026 
エピ γTコ 70 
エヒ γγコ占誌のーもE 71 
ヱピ γγコ科 72 
トウヨウコシ料エヒ 73 
31ハA モカニ 74 
クそがニ科 75 
ゾハカー7j)'ニ 76 
イネイチョウカマニ 77 
1ウキマγニ手当↓ 78 

合計 128.7 0.75 26.9 0.51 76.7 0.60 5.0 0.05 13.1 0.06 9.4 0.14 2.5 0.08 

I:l:l現種類数
22 コ 17 10 15 11 5 

(採取商務7rd)

57 



5JIJ表 11.館料金三物に関する調査で採取されたノトJf.;JEj3殻類の但i体数および湿設五;手 (2/3)

i謝蛍J検 本 アマ20モ02場/1経l;/生8前
2002/1118 2002/12/5 

アマ20モ02ぬ11疎21ヨ5オ| 2003/1/19 2003/1/1臼

|ア1弱マ初体モU主3主l/L}日1級;rJ川IU生立アマモl)lt卓'tl'flアマモ場そも‘生前 アマモi易宿生fnアマモ土器級生命持!
{出11不安?{i!filJlUlI 11古111'努(lJi¥耳E主主 11自11本叙 lfìi~ Ifrl誌 11剖n三菱ZドilllJfIJ立 f側Vド努(ibll1江主ど 11剖付王室主 1照!1!Jjj:

1'11名 No (-/ni) (g/m') (-/ni) (g/rn) (-/ni) (岳Irn) (-/rn) (glrn) (-!r百) (gゾrn) (也九百) (g/rn) (-/rn) (岳Irn)

ワミ本ハエタルt科、 2 0.3 0.001 0.1 く0.001
コ/ 3 
コマtアミ 4 
7ルケオミシスllJ!，の一秘 コ
ヒヘけスロ7"AJi誌のやE 6 
モアミ矯の数滋 71 0.8 0.003 0.3 0.001 0.1 く0.001
イソnli去の一級 s 
ン1エうftAの一手ill 9 
了ミ科 10 0.4 0.006 
ナンノクーマ芋l 11 
7~ ソヂクーマ以の-'*1重 12 
ケーマ目 13 
t'ウクプ臓の一級 14 
ヤマトウミナナ7シ 15 
1)ミナナアシ主誌の 4 級 16 
Hラキヘラムン 17 
イゾヘ7ムシ 18 
ニホンコ17""ムン 19 0.3 0.010 
イソコ17ムン 20 
コップムシ芋i 21 
ヤドザ J， ì~EI'1 22 
ニッポンスj(メ 23 
オポコAj(メ属の一組 24 
ニッ;j;ρ ンモハザヨコエピ 25 
ヒゲナカヨコエピ以2のー磁 26 0.1 く0.001 0.6 く0.001 0.4 0.003 
ôra臓の一級 27 

ユンホプコエt"科 28 0.1 く0.001 0.6 <0.001 
ホブツツムン 291 0.1 く0.001
不ブヨコエヒ' 30 0.6 く0.001 2.4 0.008 
γロソコエピ主主の一掬 31 
ブコエn，誌の一磁 32 
カマキサヨコエヒ 331 0.4 <0.001 0.1 く0.001 0.8 く0.001 0.1 <0.001 17.9 0.032 
ドロ J~ 34 0.1 <0.001 1.0 0.001 
ブゲハナヨコエt 35 
トゲ;j;下ヨコエピ 36 0.1 <0.001 2守6 0.006 0.4 く0.001 6.5 0.007 
トゲ刻、ヨコエピ主誌のー務 37 
計局JノンIiJiの一手E 38 
TコA ナカ ヨコエピ 39 0.8 0.001 3マ3 0.003 
チピヨコエtず科 40 
テンゲヨヨ工ヒ 41 0.1 く0.001 0.1 <0.001 
子ンゲヨコエピi!1'，の一 事E 42 
ブトヒケゾコエピ科 43 
メリ灼コエピ五誌のそ最 44 0.1 0.001 
すンハむツソコエt'Q誌の一夜l 45 0.6 0.001 
ケチハすシブコエピ Jヰ 46 0.3 く0.001
ナミ/コゾコエピ i!1'，の 千頭 47 
マルゾコエt.総の一磁 48 
Acallthonotozomatidac科 49 0.4 <0.001 
ブクスケヨコエt'*ヰ 50 。l く0.001 2.1 0.003 
Mンワけラ泌の-f:ill 51 
オオワレカラ 52 0.1 0.004 0.4 0.011 
トゲワしカラ 531 0.1 く0.001 0.1 く0.001 0.1 <0.001 0.7 0.007 。‘6 0.004 8.5 0.085 
モ/ワレカ7 54 
ホゾワv:JJ7 55 0.1 0.001 
ワレ的経2の数fm 56 0.1 く0.001 6.9 0.018 
ワレカラ芋i 57 
すルヱE 58 
ク何エピ科 59 
7シナγモエピモfキ 601 0.1 0.003 0.3 0.011 0.1 0.008 1.4 0.10 2.9 0.31 6.9 。マ25
コンマカ Hモエピ 611 0.1 0.026 0.1 0.028 
ツノモエピ 621 0.1 0.10 0.1 0.028 0.1 0.033 
ホゾモエピ 631 258.6 5.0 0.4 0.007 65.8 1.6 3.6 0.12 53.2 1.4 23.1 0.61 53.1 1.2 
ヒ71Jよそエピ 64 。‘l 0.003 
7カシマモエピ 65 
モエピ芋| 661 0.1 く0.001
カワリロウソクエt 67 
ロウプクエt'k1'，の数手五 68 
トゲエピγγコ 69 0.1 0.018 
エヒ守γTコ 70 
エピンザヤコ泌の-l'ill 71 
エヒλγTコ科 72 
トウヨウコシ料エピ 73 。l 0.001 
ヨツハeモカ cニ 74 
クモカ。ニ科 75 
ブハーがうγニ 76 
イポイチョウカニ 77 
オウキ。γニ科 78 

メ日泳三ロI 260.7 5.10 0.4 0.01 66.8 1.68 4.0 0.12 63.6 1.60 27.4 0.93 111.4 1.62 

出現縁類数
9 7 4 21 7 20 

(採取額;隙7rrf) 

58 -



別表 12. 飼料生物に|ょっする調ままで採取された小型!E!3殻類の似体数および湿重量 (3/3)

調査WllcJ 2003/2/ I 7 2003/3/10 2003/3/10 2003/10/23 200，1/611 

1~'休 アマモ持政~t l'flj アマモJ~続生白11 アマモ潟匝jl生m; アマモJ~}内 アマモ11J内
f[<!iJf本会文 減反対 個体数 潟JTi1fl; 級f;，数 itn!<E翠〔 似体数 i~是正-(itt MH本数 I箆[[鈴

和名 No (ーInf) (g/nf) (-Inf) (g!ば) (ーIni) (gh百) (ー1m) (g!rr!) (-1m) (g!n:i') 
ウミネPルt科t 

ウ 0.1 く0.001 0.1 く0.001 0.2 <0.001 
コ/ハエ 3 
コマtí'~ 4 1.0 0.001 11.1 0.052 
アルケオミシAN誌の一磁 コ
ヒヘ企レリスロT7，j誌の 派 6 0.3 0.001 
モ7Uif"のを立手E 7 2.5 0.004 14.6 0.049 
イソnlis，のー磁 8 
シザエ711誌の一級 9 。‘2 0.002 
ア;n 10 
十ン/クーマ科 11 0.1 <0.001 
7~ ブテトマb誌の 磁 12 
ヲーマ1'1 13 
t'守クソ!t1¥の一手玉 14 0.1 く0.001 0.2 <0.001 
Tマトウミナ17ン 15 
ウiナナ7ン伐のー磁 16 0.2 く0.001
寸tうキヘラムン 17 0.5 0.003 
イゾヘ7ムン 18 
二本ンコ'i7'ムシ 19 
イゾコツ7'ムン 20 
コツ7'ムシ科 21 
ヤト リムシilJi1] 22 
ニッホンスγメ 23 
村コ1カメ腐の…秘 24 。l く0β01 0.2 く0.001
ニッホンモ!¥"ヨコエピ ヲベ

ヒゲナカザヨコエt'!tY:，の {I[[ 26 0.1 <0.001 10.6 0.052 
的 γa)l.品のや五 27 5.2 0.006 
ユンホゾコエヒ科 28 0.3 く0.001 0.1 く0.001 0.3 く0.001
ホソツツムシ 29 
ホソヨコエピ 30 0.3 く0.001 0.7 0.004 1.4 0.006 8.3 。β13 16.7 0.053 
トロソコエピ総の 一応 31 
ゾコエヒ 以の一様 32 0.4 0.001 
カマキザヨコエピ 33 1.3 0.001 29.4 0.060 1.7 。マ007 5.0 0.006 
トロJ' 34 0.4 く0.001
77ハナヨコエピ 35 
トゲホ*3コエE 36 0.8 0.001 0.3 く0.001
トゲ林ヨコエピh誌のーやE 37 1.1 0.001 64 0.15 
ホヤJiJン/ン}必の一様 38 
アコ，1カヨコエt" 39 0.3 く0.001 0.3 く0.001 0.1 0.001 104 0.15 
チピヨコエピ手当↓ 40 
子ンク ヨコエヒ 41 0.1 く0.001 。‘l 0.001 0.3 0.00ヲ
子ンゲヨコエピh誌の一石市 42 0.4 く0.001 5.2 0.006 
ブトヒゲソコエピ科 43 0.2 <0.001 
メザゲヨコエピ五誌のー滋 44 0.1 く0.001 0.2 く0.001
サンハv ツブコヱピぷ誌の一手五 45 1.1 0.003 0.1 く0.001 0.4 0.003 
げハョシゾコエピ fil 46 
h!コブコエピ腕の一段 47 0.2 0.003 
マルソコエt'!tえ\O)~f革 48 

Acanthonotozomatidac科 49 0.1 く0.001 0.1 く0.001
7ケスケヨコヱピTif 50 0.3 く0.001
MJ~9v iJ 7成の… frf[ 51 
オjワレカラ 52 0.1 0.006 0.6 0.024 1.4 0.060 0.5 0.005 
トゲワレカ7 53 1.7 0.024 4.0 0.028 2.2 0.033 0.6 。‘001 21.9 0.10 
モ!Iルカラ 54 0.3 0.010 5‘。 0.006 
ホブワレカラ 55 0.4 0.003 。守3 0.003 0.6 0.001 0.5 0.003 
ワレカ7>>誌の数{I]¥ 56 1.3 0.006 6.0 0.013 1.7 0.010 
ワけ7科 57 
サルエt" 58 
ケルマエピ科 59 
アシ十カモエヒモドキ 60 1.0 0.050 1.3 0.040 0.4 0.033 302 1.3 
コシマカ ザモエヒ 61 
ヅ/モエピ 62 0.1 0.031 
ホゾモェt 63 12.2 0.43 13.9 0.66 8.6 0.29 35.8 0.38 0.5 0.027 
ヒ71!モエど 64 0.3 0.021 0.1 0.01 I 
了カシマモエヒホ 65 
モエピ科 66 0.1 0.003 14.6 0.15 
カワザロウソクェピ 67 0.1 0.018 
ロウゾケエヒ以の数種 68 。マ7 0.006 
トゲエt守γrコ 69 
エtゲ?コ 70 0.3 0.032 
エピシ?コ腐の→主主 71 

ヱヒツ Tコ科 72 
トウヨウコ汁りエヒ 73 0.4 0.001 
ヨツハーモカ ニ 74 。I 0.20 0.2 0.2 
ケモカ'ニ科 75 0.1 0.001 
ブ"γ7i!'ニ 76 0.1 0.025 0.2 0.005 
イホ、イチョウカ'ニ 77 
オウキ力、ニ科 78 0.1 0.001 

ぷIご〉I、ロil 21.7 0.57 58.3 1.06 19β 0.49 52.6 0.41 584.2 2.33 

出現穏jii'i数
18 18 15 17 30 

(採取額秘7nf)

59 


